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欝
學
鱗
肥
九
　
　
第
轟
ハ
・
窄
九
號
　
　
甲

　
　
二
恩
薩
以
下
に
於
け
ろ
鰯
知
斑
竹
に
就
い
て

八

岩
井
　
勝
　
二
　
郎

　
鱗
、
畳
計
賢
験
に
顧
て
、
所
謂
二
黙
閾
以
下
の
爾
…
識
距
離

が
必
し
も
一
曲
ε
し
て
は
知
黙
せ
ら
れ
ぬ
こ
ご
は
、
精
帥

物
理
學
者
聞
に
二
言
認
め
ら
れ
た
事
實
で
あ
っ
た
。

　
乍
併
、
か
れ
等
の
多
く
は
、
結
果
の
数
學
的
虞
理
の
簡

輩
を
爾
ぶ
の
あ
ま
り
．
こ
れ
ら
は
悉
く
（
否
）
割
断
の
範
疇

中
に
投
じ
去
る
こ
ε
を
敢
て
し
た
。
①

　
経
験
の
事
實
に
於
て
、
明
ら
か
に
盗
る
種
類
の
一
そ
れ

は
二
黙
こ
し
て
や
は
な
く
こ
も
i
塞
間
型
を
知
畳
せ
ら
れ

得
る
距
離
を
、
輩
な
る
取
扱
ひ
の
便
宜
上
か
ら
、
忽
諸
に

附
す
る
ざ
い
ふ
こ
ご
、
そ
れ
は
最
近
ま
で
の
此
の
涙
の
巌

々
の
風
で
あ
っ
た
。
此
の
聞
に
於
て
、
既
に
早
く
一
入
五

九
年
代
に
9
日
雲
ゴ
①
団
氏
が
三
訂
的
免
材
料
に
本
つ
い

て
「
こ
黙
知
蜷
は
、
室
聞
關
に
あ
ら
す
」
ご
剛
ん
だ
の
は

快
心
の
事
こ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
、
此
の
機
會
に
、
氏

の
提
言
の
結
論
の
一
節
を
引
用
し
だ
い
。
②

　
五
重
閾
厨
口
筥
ω
o
ゲ
♂
、
亀
。
の
概
念
は
、
男
①
9
乞
厭
氏
が

　
極
力
、
心
理
學
か
ら
排
斥
し
や
う
ざ
し
た
「
上
か
ら
下

　
へ
」
の
煩
笹
薮
的
演
繹
の
凄
3
8
風
で
あ
っ
て
、
生
理
學
凶

　
乃
至
は
数
學
的
の
考
へ
方
を
上
よ
り
下
へ
こ
推
し
及
ぼ

　
す
も
の
。
減
畳
を
高
等
な
る
抽
象
的
知
識
の
形
で
見
た

　
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
数
學
的
の
考
へ
方
こ
そ
、
實
は
威

　
畳
が
持
つ
浅
間
備
蓄
性
の
抽
象
の
結
果
で
は
な
い
か
。

　
心
理
蒲
流
者
が
謙
講
㎝
な
る
態
度
を
持
し
て
、
徹
底
的
に
威

　
畳
を
研
究
し
た
こ
き
、
は
じ
め
て
、
そ
こ
に
や
が
て
険
．

　
き
綻
ぶ
べ
き
花
の
芽
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
ら
う
。
i

　
思
想
も
、
戚
情
も
、
意
志
も
、
蚕
て
其
の
形
式
定
實
質



　
　
　
ピ
に
於
て
。

　
　
私
は
、
叢
に
ト
ナ
子
エ
民
の
い
ふ
ご
こ
ろ
を
悉
く
紹
介

　
す
る
の
で
は
な
い
。
又
、
其
の
結
論
に
全
然
、
賛
同
す
る

　
　
ご
は
い
は
な
い
α
が
併
し
、
良
も
す
れ
ば
、
方
法
の
外
形

　
　
に
拘
泥
し
て
、
短
才
の
取
扱
ひ
に
忠
實
を
敏
か
う
ε
す
る

　
換
言
す
れ
ば
、
物
理
側
に
徒
ら
に
精
確
を
期
せ
む
ご
努
め

　
　
て
、
精
紳
側
の
嚴
然
た
る
事
實
を
も
無
親
し
や
う
こ
し
勝

　
ち
の
、
其
の
時
代
の
精
帥
物
理
學
者
の
間
に
あ
b
て
、
精

　
紳
側
の
事
實
の
た
め
に
、
こ
れ
だ
け
の
提
言
を
敢
て
し
舵

　
意
氣
を
買
ひ
た
い
。

　
　
其
後
、
學
者
の
こ
の
問
題
に
注
意
す
る
も
の
漸
く
多
く

　
　
一
九
一
〇
年
に
い
た
り
て
、
竃
・
男
。
門
お
p
戸
鳶
馬
は
、
　
…
黙

　
ε
二
黙
ざ
の
聞
に
、
六
種
の
中
間
知
恩
型
を
数
へ
だ
。
①

　
　
最
近
に
い
た
り
て
は
8
諺
①
鷺
大
學
の
心
理
學
實
験
場

　
の
入
座
に
よ
り
て
、
種
々
な
る
研
究
が
遽
げ
ら
れ
、
　
一
九

　
　
一
玉
年
に
は
、
目
こ
・
O
暮
＄
氏
は
、
此
等
の
知
畳
型
の
冬

　
に
就
い
て
常
値
法
的
庭
理
の
結
果
、
種
々
育
ひ
る
数
値
を
も

櫛1
　
　
　
　
　
　
　
　
二
鮎
閾
以
下
に
於
け
る
鰯
知
畳
難
に
就
い
て

求
む
る
に
い
た
う
㈹
　
一
九
一
⊥
ハ
年
に
は
、
　
団
．
島
。
目
9
巴
甑

氏
は
冬
型
の
範
團
を
測
定
し
、
心
理
學
的
性
質
に
就
い
て

も
、
考
察
す
る
ご
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
①
一
九
二
八
年
、
亜

に
∩
o
薫
H
・
・
司
識
。
亀
貯
。
氏
は
、
　
一
指
…
精
…
確
な
る
條
件
の

下
に
、
共
の
研
究
を
す
、
め
た
。
㈲

　
以
下
、
私
の
述
ぶ
る
ご
こ
ろ
は
、
此
の
實
験
の
要
約
で

あ
る
。

　
フ
ソ
イ
ド
ラ
イ
ン
氏
の
場
合
は
、
實
験
こ
し
て
も
從
家

の
に
比
し
て
極
め
て
充
分
な
る
野
営
の
下
に
螢
ま
れ
た
。

　
冒
ω
貯
9
く
式
の
燭
畳
計
に
、
歴
力
の
調
節
装
置
を
附
け

た
も
の
を
、
器
械
的
操
作
に
よ
り
て
、
右
前
腕
下
方
内
面

に
於
て
、
常
に
、
長
さ
に
洛
ふ
方
向
に
適
用
し
た
。
長
さ

四
〇
粍
、
二
一
〇
粍
の
面
積
を
、
っ
こ
め
て
静
豚
や
腱
の

な
き
局
部
に
ご
も
灘
適
用
の
黙
の
位
置
は
、
こ
の
面
積
内

に
於
て
、
な
る
べ
く
墾
化
さ
せ
、
皮
膚
の
疲
勢
を
避
け
や

う
ご
し
た
。

八
七
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欝
學
研
喰
九
　
抽
琳
轟
ハ
十
九
鵬

　
掘
察
者
の
前
腕
は
、
各
自
に
つ
き
、
石
膏
の
型
を
ご
り

て
、
常
に
こ
れ
の
上
に
安
ら
か
に
延
べ
し
め
る
。

　
幽
霊
の
規
制
に
は
、
無
昔
振
子
を
用
み
た
。

　
槻
察
者
は
、
五
人
、
い
つ
れ
も
心
理
學
實
験
の
激
養
あ

る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
等
の
槻
適
者
の
上
述
の
部
分
に
於
け
る
二
高
齢
は

大
禮
、
三
〇
粍
内
外
で
あ
る
こ
ビ
か
ら
、
實
験
に
は
鯛
贅

計
の
爾
…
脚
尖
の
距
離
…
は
次
の
・
十
】
種
を
選
び

　
　
齪
｝
　
旨
｝
　
ゆ
ρ
　
嵩
v
　
一
語
　
富
｝
　
一
ρ
　
評

　
　
少
　
N
　
O
・
粍

　
宵
〔
施
上
に
は
、
こ
の
十
＝
纏
か
ら
、
同
時
に
二
種
づ
、

を
組
み
合
せ
て
、
五
十
五
甥
を
…
得
。
一
同
の
實
験
は
、
各

酬
封
に
就
い
て
、
各
種
五
回
づ
、
よ
り
な
る
十
周
適
用
を

一
系
列
こ
し
て
、
十
系
列
を
含
み
、
こ
れ
を
五
十
五
劉
の

各
に
施
す
。
從
て
観
察
者
一
入
に
つ
い
で
は
、
五
千
五
百

回
づ
、
の
適
用
が
あ
る
わ
け
ご
な
る
。

　
一
九
一
・
七
年
か
ら
、
翌
一
九
一
翌
年
に
わ
た
り
、
週
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
入

三
隅
．
一
同
一
時
間
づ
、
の
槻
察
を
行
ひ
、
な
る
べ
く
疲

勢
の
影
讐
の
最
も
少
い
早
朝
を
選
ぶ
こ
ご
に
し
た
。

　
敷
示
は
、
い
ろ
一
な
纒
験
の
結
果
、
次
の
形
を
用
み

た
Q

　
同
一
の
鰯
刺
戟
を
九
同
輿
へ
る
か
ら
、
玄
同
穏
の
を
は

　
り
に
、
こ
れ
に
共
主
な
る
型
の
名
聡
を
報
告
す
る
っ
も

　
り
で
、
常
に
特
に
笠
ハ
の
類
似
黙
に
注
意
を
挑
ふ
や
う
に

　
九
同
昌
の
を
は
り
に
は
、
型
を
た
つ
ね
る
か
ら
」
⑦

こ
れ
は
、
練
習
系
列
に
閥
洲
す
る
敷
示
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

踵
い
て
更
に
こ
の
一
樹
の
爾
種
い
ろ
／
＼
の
順
序
に
混
じ

て
輿
へ
る
系
列
が
行
ば
れ
る
。

　
い
ま
、
で
の
野
掛
に
用
ゐ
π
一
粒
の
刺
戟
を
此
の
度
は

　
い
ろ
／
＼
の
順
序
に
混
じ
て
輿
へ
る
か
ら
、
一
回
毎
に

　
い
か
な
る
型
に
陣
す
る
か
を
答
へ
て
ほ
し
い
。
型
の
名

　
辮
は
、
適
當
ご
思
ふ
も
の
を
選
べ
ば
よ
い
。

掘
察
渚
は
、
貰
子
に
向
て
、
椅
子
に
か
け
、
腕
を
石
膏
型

中
に
横
へ
る
。
但
し
、
腕
は
紙
障
の
隔
て
が
あ
る
の
で
、

＼



競
察
者
自
身
じ
は
見
ら
れ
な
い
。
刺
戟
適
用
の
時
聞
は
、

二
秒
。
次
の
適
用
ビ
の
問
に
、
　
一
秒
孚
i
後
に
は
一
秒
一

の
休
憩
を
輿
へ
る
。

　
次
に
刺
戟
適
用
の
塵
の
大
さ
で
あ
る
が
、
豫
備
二
黒
の

結
果
、
そ
の
大
小
が
知
畳
型
ご
直
接
の
閣
係
が
な
い
の
で

全
て
を
W
週
じ
て
十
五
グ
ラ
ム
ご
↓
た
。

　
適
用
の
局
所
に
就
い
て
も
、
歴
黙
ご
其
の
他
の
黙
こ
の

間
に
、
格
段
に
、
知
畳
型
上
の
差
別
の
な
い
こ
ご
が
鞍
骨

豫
備
實
験
の
結
果
知
ら
れ
た
。

　
　
　
知
畳
型
の
代
表
朗
の
も
の
は
、

　
　
　
線
脚
、
短
い
専
一
、
唖
鈴
、
鳥
〇
二
匡
。
℃
9
ロ
巳
。
（
杓
子
形
の
爾
…

　
　
　
端
に
あ
る
も
の
）
魯
屯
。
鵠
匹
9
ρ
卵
形
、
圓
形
馬
長

　
　
　
欄
甲
形
（
（
。
げ
一
。
薦
ご
矩
形
、
宮
号
髪
）

　
　
で
あ
る
。

　
　
各
鋤
各
種
に
就
い
て
正
し
い
鋼
断
の
百
分
率
を
表
示
し

　
　
た
も
の
に
就
い
て
み
れ
ば
、
大
艘
に
於
て
、
可
な
り
の
精

闘
　
　
　
ご
畿
以
下
に
於
け
る
鯛
趨
型
に
就
い
て

確
さ
を
以
て
、
種
々
な
る
客
槻
的
距
離
の
鑑
別
を
立
て
る

こ
ご
が
出
來
た
。
但
し
距
離
の
極
め
て
相
似
淀
る
場
合
に

は
全
然
、
歴
別
の
つ
か
訟
も
の
も
あ
っ
た
。

　
観
察
に
障
害
こ
な
る
種
々
な
る
判
こ
し
て
は
、

　
疲
勢
、
身
膿
の
加
減
、
残
像
、
戚
情
空
態
、
示
酸
、

　
型
の
温
度
、
喧
嘆
、

が
暴
げ
ら
れ
た
。

　
次
に
、
練
響
ご
町
勢
ご
が
二
黙
閾
に
及
ぼ
す
影
響
に
就

い
て
の
考
察
に
は
頗
る
面
白
い
も
の
が
あ
る
。

　
從
來
、
練
習
の
数
果
は
二
翠
帳
の
減
少
を
來
す
ご
な
す

も
の
ご
、
否
こ
す
る
も
の
ε
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
實

験
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
二
購
閾
三
〇
粍
内
外
の
局
所
に
於

て
も
、
練
習
を
積
め
ば
、
三
粍
ほ
ご
の
小
距
離
を
も
、
困

難
な
く
匪
別
す
る
こ
ご
が
出
來
た
。
こ
れ
は
」
減
小
論
者

の
豊
里
ご
な
ら
う
。
併
し
な
が
ら
、
こ
の
際
に
は
、
槻
察

者
側
に
内
部
経
験
の
事
實
ご
し
て
は
、
例
断
の
標
準
を
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
九



エ358

　
　
　
　
　
盟
學
研
究
　
　
幣
翔
山
ハ
十
九
號

へ
た
．
の
で
は
、
な
か
ら
う
か
。
初
期
に
於
て
は
、
純
牌
に

二
黙
知
命
を
標
準
ざ
し
た
も
の
が
、
次
第
に
、
そ
の
標
準

を
僻
愛
へ
て
、
っ
ひ
に
は
、
例
へ
ば
、
唖
鈴
奇
知
畳
を
標
準

こ
す
る
に
い
だ
り
、
こ
れ
を
客
観
的
に
見
て
は
、
燭
艶
計

の
雨
極
距
離
の
減
少
ビ
な
る
に
よ
り
孕
、
練
習
の
致
果
は
、

二
織
閾
を
低
く
め
る
ビ
い
ふ
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
∂

　
反
之
、
無
数
果
論
者
の
場
合
で
は
、
槻
豊
春
は
、
、
一
定

の
勃
断
標
準
を
絡
始
、
不
堪
に
保
つ
ご
は
見
ら
れ
な
い
で

あ
ら
う
か
Q
「

　
今
の
實
験
で
は
、
事
實
上
、
極
め
て
初
期
に
現
は
る
・
、

も
の
を
除
け
ば
、
練
習
の
だ
め
に
、
閾
の
値
の
降
下
す
る

こ
ご
は
な
い
。
練
習
ご
は
、
「
定
の
も
の
、
す
な
は
ち
型

に
な
つ
ん
で
、
其
の
最
低
限
界
に
於
て
、
安
定
に
、
こ
れ

を
認
め
得
る
の
謂
で
あ
ら
う
。
從
て
閾
の
降
下
の
原
因
は

別
掴
の
條
件
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
、

．
疲
勢
の
数
果
に
就
い
て
も
、
鰯
畳
計
を
坦
そ
疲
勢
の
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

度
を
輿
ふ
ビ
す
る
も
の
こ
否
ご
が
あ
る
。

　
い
ま
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
當
初
の
二
黙
閾
決
定
が
覆
々

な
る
意
義
を
保
つ
の
で
あ
っ
て
、
若
し
そ
れ
が
明
瞭
に
隔

別
の
立
つ
二
黙
で
あ
っ
だ
際
に
は
、
遣
方
の
数
果
も
少
い

が
、
陛
下
の
直
る
知
難
型
で
あ
っ
た
際
に
は
、
疲
勢
の
た

め
に
こ
の
型
の
再
認
に
困
難
を
生
じ
、
從
て
又
、
閾
が
高

ま
る
こ
ご
、
な
る
O

　
由
是
観
之
、
當
初
に
定
め
ら
れ
た
二
階
閾
が
眞
の
闘
値

で
な
い
場
合
に
は
、
疲
勢
の
た
め
に
、
詞
…
の
態
度
を
保

つ
こ
ご
が
出
町
な
く
な
る
。
例
へ
ば
、
噸
の
上
で
．
＝
二
粍

の
閾
が
疲
勢
の
た
め
に
三
四
粍
に
増
し
た
こ
い
ふ
の
は
、

コ
ご
粍
は
、
そ
の
入
に
と
り
て
は
、
一
世
ご
は
綴
別
が
立

つ
鴨
る
種
の
閾
下
の
鵬
翼
型
で
あ
っ
た
も
の
が
疲
勢
の
結

果
、
こ
の
型
を
認
め
る
こ
ご
が
田
凍
π
ゆ
く
な
っ
た
の
で
、

す
な
は
ち
前
後
爾
回
に
於
て
は
、
溺
個
の
標
準
に
從
て
割

断
し
元
の
で
あ
る
。

　
反
之
、
闘
値
が
疲
勢
の
た
め
に
塔
さ
ぬ
こ
い
ふ
論
者
で



は
、
初
同
の
二
黙
閾
が
眞
正
な
も
の
で
あ
っ
て
、
前
例
の

如
き
、
清
新
な
常
態
で
は
、
た
や
一
報
ご
は
特
別
さ
れ
る

程
の
閾
下
の
知
畳
型
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
疲
勢
の
後

に
も
其
の
値
は
殆
ざ
同
一
を
保
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
實
際

こ
の
槻
察
の
結
果
で
は
、
態
度
の
諸
書
ご
い
ふ
こ
ご
は
、

掌
記
、
眞
正
な
る
二
黙
屋
が
定
め
ら
れ
だ
場
含
に
の
み
保

π
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
か
く
し
て
氏
ぽ
、
覚
ハ
の
観
察
の
結
果
を
次
の
五
個
條
に

　
　
ま
こ
め
た
。

　
　
　
（
＝
閾
下
の
識
別
は
極
め
て
微
妙
．
で
あ
っ
て
、
　
…
瓢
ご

　
　
二
粍
・
、
二
粍
ε
五
粍
、
の
如
き
客
槻
的
の
距
離
す
今
ら
も
わ

　
　
P
こ
τ
こ
。

　
　
’
！
・
ア
建
ナ
～

　
　
　
（
二
）
警
察
者
に
よ
り
て
は
、
知
畳
型
の
識
別
の
精
確
に

　
　
行
ひ
う
る
も
の
ご
、
杢
然
、
由
凍
な
い
も
の
が
あ
る
，
．

　
　
　
（
三
）
山
野
｝
の
T
…
合
や
、
示
唆
や
、
石
膏
型
の
温
度
な
ざ

　
　
の
捌
き
種
々
の
事
情
の
存
す
る
が
た
め
に
、
型
の
輝
別
が

鋤董
　
　
　
　
　
二
鮎
閾
以
下
に
於
け
る
胴
知
聾
型
に
就
い
て

立
ち
が
だ
く
、
客
観
的
の
距
離
の
甚
だ
大
な
る
際
に
す
ら

逼
別
が
つ
か
な
い
こ
ご
も
あ
る
。

　
（
四
）
從
來
．
疲
勢
の
致
果
な
り
ご
認
め
ら
れ
だ
閾
の
値
‘

の
著
し
い
相
蓮
は
、
實
は
、
槻
察
の
間
に
、
割
断
の
標
準

が
遜
る
泥
め
に
撲
る
の
で
あ
っ
て
、
か
や
う
な
場
合
で
は

お
そ
ら
く
は
、
當
初
、
定
め
ら
れ
た
閾
が
、
實
は
、
明
瞭

な
る
こ
黙
の
知
畳
に
本
く
こ
ご
な
く
、
一
種
の
閾
下
の
知

畳
型
で
あ
っ
た
こ
思
は
れ
る
。

　
（
五
）
練
習
致
果
ビ
い
は
れ
來
つ
淀
も
の
も
協
密
ハ
は
、
練

習
の
致
果
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
槻
御
者
側
の
態
度
の

礎
化
に
畏
く
の
で
あ
る
，
③

精
帥
物
理
學
的
方
法
に
於
け
る
實
験
的
、
数
回
的
方
面

の
曹
達
は
、
¢
旨
毒
氏
の
常
烏
鳶
に
い
た
り
て
、
殆
ご
其

の
極
に
達
し
た
ご
も
い
は
れ
、
近
家
、
學
者
の
興
味
の
中

心
が
、
次
第
に
、
鯛
漸
作
立
の
方
面
、
内
省
的
方
面
に
向

ひ
來
つ
た
の
は
、
心
理
學
上
、
賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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暫
鳳
脚
研
究
、
　
第
山
ハ
十
・
九
触
撚

　
い
・
寓
・
男
の
簑
σ
o
菰
興
①
氏
の
「
比
較
過
程
の
内
省
的
分

　
　
　
　
　
　
の

析
」
の
如
き
は
、
共
の
主
要
な
る
も
の
、
…
で
あ
る
が
、

他
方
に
は
（
不
定
）
叉
は
（
疑
）
判
漸
の
本
質
の
研
究
㈹
、
こ

れ
よ
り
延
い
て
、
態
度
一
般
の
規
制
の
問
題
⑳
、
更
に
は
、

識
別
性
の
定
義
の
更
改
㈹
が
企
て
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
私
を
し
て
い
は
し
む
れ
．
ば
、
こ
れ
ら
の
問
題
ご
並
ん
で

こ
、
に
、
黒
磯
閾
の
場
合
で
見
授
機
な
、
鯛
噺
標
準
の
關

明
も
亦
、
必
要
に
し
て
且
つ
有
望
な
る
べ
き
研
究
の
園
圃

を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
○
稿
を
改
め
て
精
軸
物

理
頭
領
方
法
に
於
け
る
零
雨
側
の
諸
問
題
を
論
ず
る
機
會

を
得
た
い
ご
田
心
ふ
。
（
大
正
十
年
十
一
月
十
五
日
）
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